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コロナ碁え多くの行事4閥だ 台治′会ヽ雄も新崇オープン  贅瑠

年
度
初
め
の
挨
拶

自
治
会
会
長

田
村
　
久
司

日
頃
は
自
治
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
は
制
約
さ
れ
た
行
事
活
動
で

し
た
。
今
年
度
は
笑
顔
で
皆
様
と

一
緒
に
自

治
会
行
事
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
会
で
承
認
さ
れ
二
期
目
の
会
長
職
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
役
員
も
殆
ど
が

留
任
し
、
新
し
い
役
員
も
加
わ
り
ま
し
た
。

事
務
局
と
共
に
自
治
会
活
動
に
努
め
ま
す
。

１
９
０
台
、

３１
万
世
帯
（１
／
１
６
０
０
）

は
相
模
原
市
の
消
防
自
動
車
の
数
と
世
帯
数

で
す
。
大
災
害
が
起
き
た
と
き
は
消
防
や
警

察
を
頼
る
よ
り
近
隣
の
人
と
の
助
け
合
い
が

重
要
で
す
。
自
治
会
も
防
災
に
全
力
を
あ
げ

て
取
り
組
み
ま
す
。

自
治
会
館
が
完
成
し
ま
し
た
。
耐
震
性
や

省

エ
ネ
に
も
優
れ
た
太
陽
光
発
電
が
完
備

し
、
災
害
時
の
拠
点
に
な
り
ま
す
。
普
段
は

会
員
の
皆
様
に
も
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
す
。

ゴ
ミ
問
題
や
防
犯
も
行
政
と
連
携
し
、
お

年
寄
り
や
子
ど
も
達
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

街
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

自
治
会
も
し
っ
か
り
と
し
た
長
期
計
画
を
立

て
て
い
き
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
マ
ス
ク
を
気

に
せ
ず
笑
顔
で
自
治
会
行
事
に
取
り
組
み
た

い
も
の
で
す
。

今
後
も
自
治
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
、
年
度
初
め
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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令和 5年 6月 1日 東りんかん ふれあいだより (2)

■〓■

“コロナ"沈静化・全ての行事が再開予定

に
＝
村
久
‐司‐‐
■

通
常
総
会
報
告

９
万
円
減
少
。

こ
れ
は
主
に
前
年
度
繰
越

金
が
２
４
９
万
円
減

っ
た
か
ら
で
す
。
本

部
運
営
費
は
前
年
度
の
１
９
３
９
万
円
か

ら
１
６
８
０
万
円

へ
２
５
９
万
円
減
少
。

こ
れ
は
主
に
積
立
金
の
２
０
０
万
円
減
少

に
よ
り
ま
す
。　
一
方
、
事
業
活
動
費
は
前

年
度
の
１
１
１
８
万
円
か
ら
１
１
０
９
万

円

へ
微
減
。
本
年
度
予
算
変
化
の
特
徴
は
、

総
収
入
の
減
少
に
伴
い
多
か

っ
た
本
部
運

営
費

の
う
ち
の
積
立
金
を
減
少
さ
せ
た
こ

と
で
す
。

過
去
の
予
算
の
傾
向
と
し
て
事
業
活
動

費
を
削
減
、
本
部
運
営
費

の
う
ち
自
治
会

館
建
設
費
、
積
立
金
、
予
備
費

の
増
加
に

よ
り
預
貯
金
残
高
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

（３
頁
図
参
照
）
令
和
４
年
度
末
の
定
期
性

預
貯
金
残
高
は
前
年
度
の
５
３
０
３
万
円

か
ら
６
９
７
万
円

へ
４
６
０
６
万
円
減
少
。

普
通
預
貯
金
残
高
は
前
年
度
８
３
０
万
円

か
ら
５
７
７
万
円

へ
２
５
３
万
円
減
少
。

合
計
４
８
５
９
万
円
の
減
少
で
す
。

自
治
会
館
の
建
設
に
は
①
自
己
資
金

（預

貯
金
）
を
中
心
に
②
相
模
原
市
か
ら
の
補

助
金
と
不
足
分
を
③
Ｊ
Ａ
借
入
金
で
賄
わ

れ
ま
し
た
。
た
だ
、
令
和
４
年
度
末
時
点

で
市
補
助
金
が
未
入
金
の
他
に
、
会
館
に

関
連
し
た
自
治
会
活
動
に
必
要
な
備
品
な

ど

の
追
加
的
負
担
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ

の
た
め
、
自
治
会
館
建
設
関
連

の
総
額

の

確
定
ま
で
に
若
干

の
時
間
が
必
要
で
す
。

令
和
６
年
度
通
常
総
会
に
自
治
会
館
建
設

に
関
す
る
特
別
会
計

（決
算
）
を
お
示
し
し
、

承
認
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
長

・
書
記
解
任
後
、
役
員
紹
介
と
表

彰

（退
任
役
員
、
地
域
活
動
貢
献
者
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

（第
５
面
参
照
）

広
報
部
部
長
　
日
暮
　
賢
司

新旧区長 155人 のうち、出席 89人、委任状 53人。総会は規約第18条 (代議員の過半数)よ り成立 田村会長

議長に東 13区尾野知弘区長 (右 )、

西 11区鈴木貞一区長を選出

令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報

告
、
会
計
監
査
報
告
が
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
（第
１
～
３
号
議
案
）

収
支
決
算
で
総
収
入
が
前
年
度
に
比
べ

２
′８
，
３
万
円
の
増
加
。
そ
れ
は
主
に
前
年

度
繰
越
金
の
増
加
２
６
２
万
円
に
よ
る
も

の
で
し
た
。
こ
の
増
加
は
コ
ロ
ナ
禍
の
行

事
中
止
で
事
業
活
動
費
が
減
少
し
た
か
ら

で
す
。

自
治
会
の
経
費
は
本
部
運
営
費
と
事
業

活
動
費
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
部
運

営
費
は
５
０
７
万
円
の
増
加
。
こ
れ
は
、

主
に
自
治
会
館
建
設
費
３
２
２
万
円
、
積

立
金
２
０
０
万
円
の
増
加
に
よ
る
も
の
で

す
。
事
業
活
動
費
は
前
年
度
に
続
く
行
事

中
止
も
あ

っ
て
微
増
に
留
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
総
収
入
が
増
え
ま
し
た
が
、

本
部
運
営
費
の
中
の
自
治
会
館
建
設
費
、

積
立
金
も
増
え
た
の
で
、
繰
越
金
は
前
年

度
の
８
４
３
万
円
か
ら
５
９
４
万
円
へ
２

４
９
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
会
長

・
監
事
推
薦

承
認
の
件

（第
４
号
議
案
）
は
、
会
長

・

監
事
推
薦
員
会
を
代
表
し
て
戸
田
忠
夫
氏

か
ら
現
会
長

・
監
事
の
推
薦
が
表
明
さ
れ
、

そ
の
後
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

副
会
長

。
会
計
推
薦
承
認
の
件

（第
５

号
議
案
）
も
田
村
会
長
か
ら
現
副
会
長

・

会
計
が
推
薦
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画

（案
）、
収
支
予
算

（案
）
も

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
（第
６
、

７
号
議
案
）

収
支
予
算
で
、
総
収
入
が
前
年
度
の
３

０
５
８
万
円
か
ら
２
７
８
９
万
円
へ
２
６

∠ゝ

自治会館

完成 !

令和 5年
4月 290(土 )

監
事
に
長
岡
彰
■
一
高
安
孝
至
氏

継
続
就
任

令和 5年度通常総会は、令和 4年度末に完成

した新 しい自治会館で行われ、全ての議案が原案

どおり承認されました。

本年度は役員改選の年です。大きな役員交代は

ありませんで した。(3頁表)3つの部で副部長

不在。役員のなり手不足の状況を示 しています。

自治会館建設により、ようやくまともな施設で

活動できます。事務所の移転は、落成式、通常総

会や移転の準備などもあつて 6月 3日 (土)～ 5日

(月 )の予定。6日 (火)か ら平常業務です。



(3) 東りんかん ふれあいだより 令和 5年 6月 1日

皆さんからいただいた自治会費は次のように使われています

東林間自治会の収支状況 (単位:千円)

出所 :自 治会法人東林間白治会 『総会報告書』、『総会資料』

注 :(1)本部運営費は、自治会自身のための運営経費で、自治会館建設積立金、自治会館関係費を含みます.

(2)事業活動費は、自治会の諸活動及び関係諸団体への助成金、分担金などです。

２５

２６

２７

２８

２９

３０

元

２

３

４

５

平
成

。
令
和
年
度

□本部運営費 □事業活動費
その他 (運営費 )

34%

防災・防犯
4%

令和5年度 自治会法人 東林間自治会役員名簿

会員相互の連絡

14%
環境の整備

3%

福祉。厚生

親睦
19%

支
L■
口Ц

年 度 収 入
①本部運営費 ②事業活動費 =エコl

30,576令和 4年度予算 30,576 19,394 11,182

役 職 氏 名 住  所 電 話

長

副   会   長

田 村 久

松 井 昭

酒 井 光

杉 山 伸

宮 崎 安

司

政

通

上鶴間7-11-12

東林間1-11-8

上鶴間8-2-13

東林間2-8-24

東林間4-3-8

747-0828

712-2628

749-0801

733-1931

733-3091

役 職 氏 名 住  所

総  務  部  長

〃   副 部 長

交 通 防 犯 部 長

〃   副 部 長

防  災  部  長

′′   副 部 長

広  報  部  長

′′   副 吉「長

ホームページ運用部長

′′   副 書「長

文 化 体 育 部 長

′′   副 書「長

″   冨」音「長

環  境  部  長

〃  冨ll音「長

宇都木 幸 司

大 内 良 望

木 全 広 幸

福 田 忠 文

浅 田 敬 治

日 暮 賢 司

雨 宮

田 村

林

冨 家

岩 本

斎 藤

鈴 木

隆

晃一郎

義 嗣

キ ヨ

隆

真 也

節 子

東林間4-23-7

東林間2-8-7

東林間6-9-29

東林聞2-20-1

上鶴間5-14-3

上鶴間7-14-16

東林間6-7-4

東林間3-7-8

上鶴間7」 9-18

東林間5-2-7

東林間4-22-1

東林間3-15-5

上鶴間4-16-6

役  職 住  所

福 祉 部 長

″  副音F長

子ども育成部長

〃  副書Б長

″  副音F長

事

活 動 協 力 員

阿 部 匡 秀

薫

光

吾

彰

至

明

首
【
　
　
孝

原
　
　
村

岡

安

萩̈

柚

田
一長

高

雄

代

介

幸

茂

響

一

原

原

湊

村

本

沢

辺

内

本

一倉

吉

藤

小

中

山

柳

渡

野

松

一板

幹 生

::ム
,

秀 男

美津子

裕 子

行一郎

真美子

上木原 美 和

松 井 麻由美

上鶴間6-6-26

東林間2-20-1

上鶴間8-2-13

東林間3-7-8

東林間4-29-10

上鶴間8-14-3

東林間2-23-7

上鶴間8-2-13

上鶴間5-2-13

上鶴間7-13-7

東林間η-18-10

上鶴間7-15-1

東林間2-18-3

東林間6-7-6

東林間3-11-2

上鶴間7丁 目

上鶴間6丁 目

東林間6丁 目

1令和15年度予算 27,891 16,797 1111094 27,891

集会設備
26%

計

氏 名

巨を

事 務 局 員



令和 5年 6月 1日 東りんかん ふれあいだより (4)

本年度の区長さんです
よろしくお願いします

なお、わからないことは事務所にお問い合わせください

TELOFAX 742‐ 8297
TEL 851‐ 5010

午前 9:30～午後4:30(土曜0は午前中)

平0の 12～ 13時は休憩時間です

12‐ 1

(敬 称略 )

菫晰 L‐1  区 長 名 ‐住・ 所  |
賢饉魔  1反 青大 孝行 上鶴間 6丁 目

R区 服部真由美 上鶴問 6丁 目
4反 青木  隆 上鶴問 6丁 目
R反 富淫 一喜 上鶴間 6丁 目
A灰 折汀 保吉 上鶴間 6丁 目

7区 山本起 与子 上鶴間 6丁 目

(敬 称略 )

・・・‐.  1区

2区
3区
4区
5区
6区

7区
8区
9区

10区
11区

12-1区
12-2区
13区
14区
15区
16区
17区
18区
19区

20-1区
20-2区
21区

シロヤマブキ (4月 初旬)

東林ふれあいの森

名

則

史

一
美

生

美

寛

夫

宏

子

薫

隆

久

裕

美

四

昭

子

豊

博

子

穣

也

嘉

祥

浩

里

貴

恵

　

文

隆

宏

　

　

侑

　

克

種

秀

樹

　

行

恭

　

敦

長

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

美

部

崎

野

渡

崎

松

木

根

田

巻

村

　

橋

倉

口

田

辺

野

口

川

野

　

井

区

阿

黒

塩

大

松

嘉

高

西

町

藤

中

原

高

松

野

原

溝

西

山

郡

草

森

石

住

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴問

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

上鶴間

所

7丁 目

5丁 目

5丁 目

4丁 目

4丁 目

4丁 目

4丁 目

4丁 目

4丁 目

4丁 目

4丁 目

8丁 目

8丁 目

8丁 目

8丁 目

7丁 目

8丁 目

7丁 目

7丁 目

8丁 目

7丁 目

7丁 目

7丁 目

東林問 5丁 目

東林間 5丁 目

東林間 6丁 目

東林間 6丁 目

東林間 6丁 目

相南 1丁目

相南 1丁 目

相南 1丁目

相南 1丁目

東林間 6丁 目

東林間 6丁 目

東林間 5丁 目

東林間 6丁 目

東林間 6丁 目

東林問 6丁 目

相南 2丁 目

東林間 6丁 目

東林問 6丁 目

東林間 6丁 目
キンラン (4月 中旬)

東林ふれあいの森
フデリンドウ (4月 初旬)

東林ふれあいの森

(敬 称略 )

（２
月
中
旬
～
５
月
中
旬
の
本
紙
掲
載
分
）

″３
密
〃
を
避
け
る
た
め
左
記

の
行
事

が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

２
月
中
旬

¨
民
生
委
員
と
の
懇
談

会
、
お
し
ゃ
べ
リ
サ

ロ
ン

■
■

中
止
行
事

一
覧
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４

４

５

５

６

６

小山田 茂

鵜飼 力男

夏井 博子

渡邊 行光

田中美穂子

青山 健次

豊田 悠平

亀山 寿子

宮坂 和夫

鈴木 貞一

敷 梨紗

智信

清美

祐二

本郷 賢喜

井上佳奈子

員島 愛子

佐藤

古瀬 義治

君塚 義郎

脇本  修

田村 玲子

伊藤 真浩

鈴木  浩

野浦 正幸

遠藤 好美

佐々木真美

大久保鑑一

北村 恵美

宮澤 敬夫

押本 義弘

澁井 貴史

篠崎美和子

平野 智之

(敬称略 )

東林間 4丁 目

東林間 4丁 目

東林間 4~「 目

東林間 4丁 目

東林間 4丁 目

東林間 3丁 目

東林間 3丁 目

東林間 3丁 目

東林間 3丁 目

東林間 3丁 目

東林間 3丁 目

東林間 3丁 目

東林間 3丁 目

東林間 4丁 目

東林間 4丁 目

東林間 4丁 目

東林間 4丁 目

東林間 4丁 目

東林問 4丁 目

東林間 1丁 目

東林間 1丁 目

東林間 1丁 目

東林間 1丁 目

東林間 1丁 目

東林間 1丁 目

東林問 1丁 目

東林間 1丁 目

東林間 2丁 目

東林間 2丁 目

東林間 2丁 目

東林間 2丁 目

東林間 2丁 目

東林問 2丁 目

東林間 2丁 目

東林間 1丁目

東林間 2丁 目

東林間 1丁 目

東林間 4丁 目

西区長

北区長

合 計 86人

1～ 21区

71

(行 政の経書』で 1感 あ り嚢せん)

東区長

10
11

区
長
さ
ん

の
人
数

1,3～ 7区

蝙

玲

饉靱|||■■■区1帳|■ |

憮鉤  1区 原嶋  弘

2区 若林  孝

3-1区 義澤  弘
ウグイスカグラ (3月 中旬)

東林ふれあいの森

(順不 同、敬称略 )

菊川 武司 地域美化

貞雄 健康づ くり

地域美化

3-2区
3-3区

4区
5区
6区
7区
8区
9区

10区
11区
12区
13区
14区
15区
16区
17区

島田 陽介

川上 昌幸

川内 博人

片寄 良二

森  敏浩

中村美智子

大山 英雄

鈴木

草柳

関根

浦崎

齋藤

松岡

木村 直人

滝沢かおり

永井 啓子

三

一
イ

志

喬

里

正

錦

チ

博

　

武

巡饒褥颯絣鰺饂甕鋏鰈 腋鶉疵釉瘍冬にな

令和 5年度東林間自治会

通常総会で会長から表彰

されました。

おめでとうございます。

磯貝 智子 子ども育成

17-1

17-2
17-3
18

23人

1～ 31区

南区長

１

２

４

５

６

３
．

３
．

．

．

‐

９

０

１

２

３

４

１

２

６

７

８

９

０

１

１

２

２

２

２

２

５
．

５
．

２

２

２

２

３

３

東林小学校

15

安達 則昭
ノー|ギ
ヤ:`|

38人

19人

6人



東りんかん ふれあいだより (6)

第
５
回
区
長
会

令
和
４
年
度
最
後

の
区
長
会
が
３
月
Ｈ

日

（土
）
、
東
林
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開
催
。

参
加
者
は
５５
人
。

（参
加
率
６４
％
）

主
な
連
絡

。
報
告
事
項
の
第
１
は
自
治

会
館
落
成
式
が
４
月
１５
日

（
土

）、
午
前
１０

時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
第
２
は
次
期
会
長

・

監
事
推
薦
委
員
会
で
現
会
長

・
監
事
が
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
は
引
き
継
ぎ
に
関
す
る
も
の
で
す
。

・
区
長
さ
ん
は
自
主
防
災
隊
正

・
副
責
任

者
用
の
ベ
ス
ト

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
通
常
総
会

の
日

（４
月
２９
日
）
に
返
却
。
加
え
て
腕
章
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト

（自
色
）
を
新
区
長
さ
ん
へ
総

会
日
ま
で
に
引
き
継
い
で
く
だ
さ
い
。

・
３
月
中
旬
に
配
布
さ
れ
る
新
区
長
用
封

筒
を
新
区
長
さ
ん

へ
、
新
班
長
用
封
筒
を

新
班
長
さ
ん

へ
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
区
長
さ
ん
の
任
期
は
総
会
日
ま
で
で
す
。

現
班
長
さ
ん
は
、
引
き
継
ぎ
を
各
班
で
３

月
中
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
班
長
さ
ん

の
任
期
は
３
月
末
日
ま
で
で
す
。

第
４
は
総
会
に
関
す
る
も
の
で
す
。
令

和
５
年
度
通
常
総
会
は
４
月
２９
日

（土

・

祝
）
、
午
前
１０
時
か
ら
東
林
間
自
治
会
館
で

開
催
の
予
定
で
す
。
自
治
会
は
総
会
案
内

・

委
任
状
を
４
月
の
回
覧
物
配
布
時
に
提
供

し
ま
す
。
総
会
資
料
も
４
月
２０
日
ご
ろ
配

布
予
定
で
す
。
現

。
新
区
長
さ
ん
は
出
席

願
い
ま
す
。
欠
席

の
場
合
は
委
任
状
を
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

第
５
に
現
区
長
さ
ん
は
、
地
域
活
動
貢

献
賞
の
表
彰
者
を
４
月
８
日

（
土

）
頃
ま
で

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
通
常
総
会
で
表
彰

し
ま
す
。

自
治
会
館

の

Ｄ

Ｄ

Э

Ｄ

／
１１
＼

／
卜
＼

／
卜
＼

／

１
＼

自
治
会
館
建
設
委
員
会
委
員
長
　
古
木
　
昇

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
東
林
間
自

治
会
館
が
完
成
し
ま
し
た
。
平
成
２６
年
度

総
会

の
検
討
委
員
会
設
立

の
決
議

か
ら

９
年
経
ち
ま
し
た
。
翌
年
、
建
設
委
員
会

に
名
称
変
更
さ
れ
、
以
後
、
自
治
会
館

の

必
要
性
、
場
所
、
規
模
等
々
３１
回
も
協
議
。

当
時
の
自
治
会
事
務
所
は
築
後
２０
年
以

上
経
過
し
た
旧
自
治
消
防
団
詰
所

の
上

に
市

の
許
可

の
も
と
増
築

し
た
も

の
で

し
た
。
増
築
後
３２
年

（現
時
点
で
４１
年
）

も
過
ぎ
た
老
朽
化
建
物
。
手
狭
で
会
議
を

開
く
に
も
他

の
施
設
を
借

り
開
催

せ
ざ

る
を
え
な
い
状
態
。
結
論
と
し
て
、
自
治

会
館

の
新
設
を
決
議
し
、
場
所

の
検
討
と

な
り
、
自
治
会
地
区
の
中
心
で
あ
る
今

の

場
所
が
最
適
地
に
。
し
か
し
、
そ
の
場
所

は
神
社
有
地
の
後
、
市
に
寄
付
さ
れ
た
土

地
。
自
治
会
に
は
使
用
権
利
の
な
い
場
所

で
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
館

の
建
替
え
構
想
と
関

連
し
て
、
市
、
神
社
、
自
治
会

の
三
者
で

協
議
を
重
ね
、
自
治
会

の
重
要
性
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
市
か
ら
無
償
で
現
敷
地

の
利
用
許
可
を
得
ま
し
た
。
以
後
、
建
物

規
模
、
予
算
等
々
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

最
後

の
段
階

で
、

コ
ロ
ナ
問
題

に
伴
う

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
、
物
価
上
昇
が
発
生
し
、

建
設
費
増
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

様
々
な
工
夫
で
そ
れ
も
乗
り
越
え
立
派
な

自
治
会
館
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

今

後
、

皆

様

が
楽

し

く
有

意

義

に
、

末
永

く
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い

ま
す
。

東
林
間
自
治
会
館
の
完
成

（３
月
末
日
）

を
受
け
、
内
覧
会
が
４
月
１
日

（土
）
、
午

後
４
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

建
設
委
員
会
メ
ン
バ
ー
‐３
人
。
建
設
委
員

会
は
平
成
２７
年
度
の
総
会
で
承
認
。
そ
れ

以
降
、
本
部
役
員
、
区
長
さ
ん
の
中
か
ら

建
設
に
詳
し
い
人
を
中
心
に
メ
ン
バ
ー
構

成
し
、
精
力
的
に
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
感
慨
深
げ
に
内
覧
し
て
い

ま
し
た
。

（写
真
上
段
）

自
治
会
館
の
落
成
式
が
４
月
・５
日
（
土

）、

午
前
１０
時
か
ら
開
催
。
あ
い
に
く
の
雨
天

で
し
た
が
、
市
長
、
自
治
会
相
談
役
、
地

域
活
動
団
体

の
リ
ー
ダ
ー
、
区
長
さ
ん
、

自
治
会
本
部
役
員
な
ど
総
勢
７４
人
が
参
集
。

楽
し
い
落
成
式
で
し
た
。
参
加
区
長
さ
ん

（女
性
）
か
ら

〃明
る
く
、
き
れ
い
。
物
が

な
く
広
い
の
も
い
い
〃
と
い
う
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（写
真
下
段
）

副
会
長
　
酒
井
　
光
政

東
林
間
自
治
会
館
は
３
月
に
完
成
し
、

使
用
で
き
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
当
会

館
は
①
日
頃
の
自
治
会
活
動
と
②
災
害
時

の
拠
点
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
加
え

て
、
地
域
の
た
め
の
催
し
に
も
使
用
で
き

ま
す
。

自
治
会
活
動
の
中
に
は
①
本
部

の
各
部

主
催
の
行
事
の
ほ
か
、
区
や
班
に
よ
る
会

合
や
懇
親
会
な
ど
の
会
員
の
皆
様

の
集
え

る
場
所
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

※
当
会
館
で
は
会
館
内
の
節
度
あ
る
持

ち
込
み
飲
食
を
可
能
と
し
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
館
の
概
要

一　

東
林
間
自
治
会
事
務
所

ニ
　
ホ
ー
ル
ー
　
（１
階
３０
畳
）

三
　
ホ
ー
ル
２
　
（２
階
５０
畳
）

会
員
の
皆
様
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
活
動

の
場
と
し
て
空
い
て
い
る
時
間
帯
に

「
一

般
使
用
」
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
の
方
法
は
事
前
に
①
団
体

（グ
ル
ー

プ
）
登
録
②
使
用
申
し
込
み
を
行

っ
て
く

だ
さ
い
。

一
般
使
用
は
①
使
用
料
金
の
ご
負
担
や

②
使
用
い
た
だ
け
る
団
体
③
使
用
の
目
的

な
ど
に
若
干
の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
東
林
間
自
治
会
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令和 5年 6月 1日

の
経
緯

‐
自
治
会
館
輻
袋
悽



(7) 東りんかん ふれあいだより 令和 5年 6月 1日

安
否
確
認
訓
練
は

ナ
ゼ
必
要
な
の
？

防
災
部
部
長
　
福
田
　
忠
文

今
後
、
ぜ

ひ
実
施
し
た
い
の
は
大
地
震

な
ど
の
発
災
時
に
必
要
な
安
否
確
認
訓
練

で
す
。
大
地
震
は
全
国
ど
こ
で
も
突
然
発

生
し
ま
す
。
地
震
が
来
な
い
県
と
し
て
企

業
誘
致
に
努
め
て
い
た
熊
本
県
で
も
大
地

震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
家
屋
倒

壊
、
停
電
、
断
水
や
神
戸
市

の
よ
う
に
大

火
災
が
発
生
し
ま
す
。
道
路
寸
断
で
消
防

隊
も
身
動
き
で
き
ま
せ
ん
。
電
車
も
ス
ト

ッ
プ
。
頼
れ
る
の
は

ク
遠
く
の
親
せ
き
よ
り

近
く
の
他
人
ク
で
す
。
備
え
と
助
け
合
い

が
必
要
で
す
。

そ
の

一
つ
に
安
否
確
認
が
あ
り
ま
す
。
家

族
が
無
事
の
と
き
自
布
を
玄
関
先
に
掲
げ

る
。
近
所
の
人
が
、
だ
さ
れ
て
い
な
い
家
を

訪
れ
、
安
否
を
尋
ね
る
。
事
故
が
起
き
て
い

る
と
き
、
そ
の
内
容
を
関
係
機
関
に
知
ら
せ

る
と
同
時
に
複
数
人
で
助
け
る
。

自
治
会
は
災
害
時

の
安
否
確
認
の
方
法

と
し
て
玄
関
先
に
白
い
布
を
掲
げ
る
こ
と

を
取
り
決
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
①
そ
の

周
知
徹
底
や
②
注
意
を
要
す
る
自
力
で
避

難
す
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
の
災
害
時
要
援
護
者

の
把
握
は
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
。

自
治
会
は
今
後
、
会
員
の
皆
さ
ん
や
特

に
災
害
時
要
援
護
者

の
安
否
確
認

。
支
援

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
意
見
、
ご
協
力

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

通
常
総
会
が
終
わ
り
、
新
年
度

の
自
治

会
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
防

犯
パ
ト

・
青
パ
ト
は
、
窃
盗
、
盗
難
、
詐

欺
な
ど
を
未
然
に
防
ぎ
、
住
民
の
生
命

・

財
産
を
守
る
た
め
東
林
地
区
１６
自
治
会

の

分
担
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
林
間
自

治
会
の
実
施
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
防
犯
パ
ト

（防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
）

実
施
日

¨
５
月
１５
日

（
月
）
、

６
月
・５
日

（木
）
、
７
月
・５
日

（土
）
、
９
月
・５
日

（金
）
、

１０
月
・５
日

（
日
）
、
Ｈ
月
・５
日

（水
）
、

１２

月
１５
日

（金
）
、
令
和
６
年
１
月
・５
日

（月
）
、

２
月
・５
日

（木
）
、
３
月
・５
日

（金
）
、
４

月
・５
日

（月
）

の
Ｈ
回

（
８
月
を
除
く
毎

月
１５
日
）

参
加
者

¨
長
谷
川
防
犯
指
導
員
、
交
代
で

区
長
さ
ん

。
本
部
役
員

。
事
務
員

集
合
場
所

¨
東
林
間
交
番
前

集
合
時
間

¨
午
後
４
時

巡
回
時
間

¨
１
時
間
程
度

過
去
の
実
施
回
数
は
、　
一
昨
年
度
９
回
、

昨
年
度
Ｈ
回
と
高
止
ま
り
で
す
。

②

青

パ

ト

（青

色

パ

ト

カ

ー

防

犯

巡

回

）

実

施

日

¨
５

月

・６

日

（
火

）
、

７

月

６

日

（木

）
、
９

月

５

日

（火

）
、
Ｈ

月

６

日

（
月

）
、

令
和
６
年
１
月
・０
日

（水
）
、
３
月
１
日

（金
）

の
６
回
。

参
加
者

¨
交
代
で
本
部
役
員

集
合
時
間

¨
午
後
１
時
３０
分

集
合
場
所

¨
自
治
会
館
前

巡
回
時
間

¨
午
後
２
時
頃
か
ら
２
時
間
程
度

過
去

の
実
施
回
数
は

一
昨
年
度

７
回
、

昨
年
度
１０
回
と
高
止
ま
り
状
態
で
す
。

東
林
間
２
丁
目
に
お
住
い
の
Ｏ
さ
ん
は
、

自
営
業

（建
物
改
装
）

の
傍
ら
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
宅
の
防
災
対
策
は
次
の
よ
う
で
す
。

第
１
は
室
内
に
高
さ
１
２
０

ｍ
以
上
の

家
具
を
置
か
な
い
。

第
２
は
就
寝
時
の
頭
側
の
家
具
の
上
に

物
を
置
か
な
い
。

第
３
は
台
所
に
や
む
を
得
ず
背
高
タ
イ

プ

の
家
具
を
設
置
。
Ｌ
字
型
金
具
で
そ
の

家
具
を
固
定
し
て
い
ま
す
。

（上
写
真
）

第
４
は
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
に
免
震
対
策

用
の
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
い
ま
す
。

（下
写
真
）

第
５
は
緊
急
用
に
水
、
食
料
、
懐
中
電
灯

な
ど
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
あ
り
ま
す
。

Ｏ
さ
ん
は
、
築
後
４０
年
以
上
の
住
宅
な

の
で
、
耐
震
化
工
事
を
諦
め
て
い
ま
す
と
。

さ
ら
に
防
災
対
策
と
し
て
人
様
に
お
示
し

で
き
る
こ
と
は
何

一
つ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と

謙
遜
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

部
屋
に
物
を
置
か
な
い
こ
と
は
、
見
た

目
に
ス
ッ
キ
リ
し
、
防
災
上
も
大
切
な
こ

と
で
す
が
、
そ
こ
で
生
活
し
て
い
る
の
で

非
現
実
的
で
す
。
○
さ
ん
宅
の
取
り
組
み

は
現
実
的
で
す
ね
。

新
し
い
役
員
の
中
か
ら
自
治
会
の
各
種
行

事
は
何
の
た
め
に
行

っ
て
い
る
の
で
す
か
と

の
間
に
、
毎
年
や
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
応
じ

が
ち
で
す
。
必
要
性
や
目
的
を
あ
ま
り
意
識

せ
ず
年
中
行
事
化
し
や
す
い
。
ベ
テ
ラ
ン
が

こ
う
だ
と
他
の
役
員
も
た
だ
黙
々
と
作
業
を

続
け
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
は

自
治
会
活
動
に
魅
力
を
持
て
ず
、
担
い
手
不

足
の

一
因
に
な
り
ま
す
。

東
林
間
自
治
会

の
目
的
は

「良
好
な
地

域
社
会
の
維
持
及
び
形
成
に
資
す
る
た
め
」

（規
約
第
４
条
）
で
す
。
平
易
に
言
え
ば
、

住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
。
広
報
、

防
災
、
防
犯
、
環
境
な
ど

の
諸
活
動
は
そ

の
た
め
の
手
段
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。

そ
れ
で
は
間
わ
れ
て
い
る
各
種
事
業
活

動
の
目
的
は
何
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
、

広
報
活
動
の
目
的
は

「会
員
間
の
相
互
理

解
を
深
め
る
た
め
」
で
す
。
『
ふ
れ
あ
い
だ

よ
り
』

の
発
行
は
そ
の
た
め
の
大
切
な
手

段
。
自
治
会
は
何
を
や

っ
て
い
る
の
と
の

問
い
か
け
に

『
ふ
れ
あ
い
だ
よ
り
』
を
み

て
と
応
じ
ら
れ
ま
す
。
区
長
さ
ん
執
筆

の

「
こ
ん
に
ち
は
区
長
で
す
」
の
記
事
は
①
区

長
さ
ん
間
②
区
長
さ
ん
と
班
長

。
会
員

の

皆
さ
ん
と
の
間
③
区
長
さ
ん
と
自
治
会
本

部
と
の
間
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
相
互
理
解

か
ら
み
て
重
要
で
す
。

広
報
部
は
会
員
間
の
相
互
理
解
と
い
う

目
的
に
向
か
い
、
広
報
紙

の
作
成
に
や
り

が
い
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

広
報
部
部
長
　
日
暮
　
賢
司

防
犯
パ
ト
・青
パ
ト
の
∞

我
之
家
鰊
一一・・紅

躙
一蒙
一骰
轟

寵

r
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第
１９
回

こ
ん
に
ち
は

で
す

西
１１
区

区
長
　
鈴
木
　
貞

一

私
は
地
元
生
ま
れ
の
地
元
育
ち
。
区
長

３
年
目
に
な
り
ま
す
。
西
Ｈ
区
は
３
班
、

３１
世
帯
で
構
成
。
東
林
間
４
丁
目
の
緑
道

と
ふ
れ
あ
い
の
森
の
間
に
位
置
し
、
緑
豊

か
な
所
で
す
。

こ
の
区
は
隣
接
す
る
第
４
公
園
で
の
月

１
回
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
に
自
治
会
本
部
役

員
、
子
ど
も
会
メ
ン
バ
ー
で
除
草
や
清
掃

を
実
施
。
他
に
砂
場
の
固
く
な

っ
た
砂
を

掘
り
起
し
、
柔
ら
か
く
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
置
き
場
が
西
Ｈ
区
に
２
か
所

（緑

道
、
ふ
れ
あ
い
の
森
）
あ
り
ま
す
。
年

度
末
近
く
に
自
治
会
未
加
入
の
方
が
粗

大
ゴ
ミ
を
分
散
放
置
。
段
ボ
ー
ル
箱
の

剥
が
し
忘
れ
た
宛
名
ラ
ベ
ル
か
ら
放
置

者
が
判
明
。
南
警
察
署
に
対
処
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

資
源
ゴ
ミ
の
水
曜
日
に
缶

・
瓶

・
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
ゴ
ミ
が
分
散
。
２
班
の

Ｋ
Ｍ
さ
ん
や
３
班
の
Ｋ
Ｋ
さ
ん
が
中
心
に

な
っ
て
分
別
整
理
し
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
分
別
表
示
な
ど
の
ゴ
ミ
置
き
場

の
改
善
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

(カ ット〉野浦正幸

度
第
１
回
日Ｌ
日民
〈
〓

第
１
回
区
長
会
が
雨
天
の
５
月
１３
日

（土
）
、
自
治
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
区
長
数
は
６４
人
。

（参
加
率
７４
％
）

主
な
連
絡
事
項
の
第
１
は
環
境
部
か
ら

①
ク
リ
ー
ン
デ
ー

（地
域
清
掃
）
参
加
の

お
願
い
②
ゴ
ミ
置
き
場
の
新
設

・
移
動
申

請
の
方
法
③
ゴ
ミ
ネ
ッ
ト
の
支
給
に
関
す

る
も
の
で
し
た
。

第
２
は
交
通
防
犯
部
か
ら
①
東
林
地
区

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

（７
面
参
照
）
②
ふ
れ

あ
い
交
通
教
室

（８
面
参
照
）
の
説
明
。

第
３
は
事
務
局
か
ら
①
回
覧
、
会
費
徴

収
や
弔
慰
金
支
払
方
法
な
ど
②
年
間
予
定

の
連
絡
で
し
た
。

第
４
は
防
災
部
か
ら
①
正
副
責
任
者
用

の
ベ
ス
ト

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

・
避
難
カ
ー
ド

（名
札
）
の
配
布
②
本
年
度
防
災
活
動
計

画
な
ど
の
説
明
で
し
た
。

自
治
会
館
を
新
し
い
区
長
さ
ん
と
班

長
さ
ん
の
顔
合
わ
せ
に
使
え
る
の
で
活

用
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。

中
高
年
対
象

鑽一聯
置
魃
藝
餡
颯

鰤鼈
鐸̈
鐵
７
月
８
日
（土
）午
前
１０
時

な
絋

自
治
会
館
２
階

除
草
作
業

回
□
７
月
２３
８
（‐‐‐日‐‐‐‐）午
前

，
時

易
団
東
林
間
ぶ
れ
あ
い
広
場

高

安

孝

至

氏

褥憑隕踪献‐1籐

澤犠、る′耀駐
観 1弯V

●:プ鷲■l｀鑢■

コ
=曜

野
又 員

前
。
自
治
会
副
会
長
、
現
・
監
事
の
高

安
孝
至
氏
は
、
昨
年
７
月
の
相
模
原
市
自

治
会
連
合
会
会
長
か
ら
の
受
賞

（本
紙
前

号
８
面
）
に
引
き
続
き
今
年
２
月
１
日
に

相
模
原
市
市
長
か
ら
長
年
に
わ
た
る
地
域

活
動
の
貢
献
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
健
康

に
留
意
さ
れ
、
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

油
一”　
・
・
●ｒヽ

＋
め

ヒ

コ
ロ
ナ
禍
で
丸
３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

〃よ
う
や
く
４
年
ぶ
り
の
行
事
再
開
〃
の

話
を
何
度
も
聞
き
ま
し
た
。
長
年
の
懸
案

で
あ

っ
た
自
治
会
館
も
無
事
３
月
に
完

成
。
自
治
会
本
来
の
活
動
に
本
腰
を
入
れ

る
時
期
で
す
ね
。

高
齢
社
会
に
な
り
独
居
高
齢
者
や

〃昼

間
お
ひ
と
り
様
〃
に
な
る
高
齢
者
。
転
倒

骨
折
や
大
地
震
の
と
き
誰
が
助
け
て
く
れ

る
の
か
。
近
所
で
助
け
合
え
る
仕
組
み
づ

く
り
も
懸
案
事
項
な
の
で
す
。

一
方
、
子
育
て
環
境
の
側
面
か
ら
自
治

会
は
野
球
大
会
、
焼
い
も
祭
り
、
う
ど
ん

づ
く
り
、
公
園
除
草
、
子
ど
も
会
資
金
助

成
な
ど
結
構
や
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
部
部
長
　
日
暮
　
賢
司

ヽ
本紙に顔の判別できる写真が掲載されることもあります。ご了解ください。

滅懸ヽ

瑯
伶
．は
飲
核

６
月
２３
Ｂ
（金
）
午
前
１０
時

白
治
会
館
２
階

令
和
５


